













































































































































































































































































































































































































































































































































井 川 慢 亮
　　　　Comme　un　roseau　agit6　par　le　vent
（Mon　exposition　a　Kyudejimashingakko）1996
Seiryo　IKAWA
はじめての長崎
　私が“長崎は日本のマルセイユだ”と思ってこの地を選んで来たことは以前何かに書い
たことがある。果たしてそうであったのかと，今振り呪える。
　イメージしていた長崎と実際住んでみての長崎とは大きく違っていたことは言うまでも
ない。だが人の思いは不思議なものでそこに住んでしまえば別段，問題がなければそれら
の差についてどうであるかどうか自問したり，話題にしたりする必要がなくなる。
　でも私にとって最初のイメージの落差は大きかったように思う。またここに来なければ
どうであったなどと思うこともあるけれど，こんなことを考えてもどうしょうもない。そ
してイメージとの差について縮めようと努力するより，むしろ新たな展開をこの地に求め，
ここから学べるものを見つけて行きたいと思うようになった。
　まず，長崎に来る前より“長崎に行けば広いアトリエが求められる”と期待していたが，
なかなか見つけることはできなかった。アトリエ探しをしているうちに港に大きな倉庫群
があることを教えてもらって出向いた。倉庫は港づたいにあったが貸してもらうことは無
理な話であった。結局のところ私の物ぐさも手伝ってアトリエを求めることはあきらめる
しがなかった。
　次に求めたのが作品発表の場であった。これは偶然新聞で長崎版に紹介されていた今見
た倉庫群で地元の人達がイヴェントを開催する記事が目について，連絡を取ると資料をもっ
て来るように言われ，銅座にあるライブのある喫茶店で打ち合わせることになった。いか
にも長崎らしく感じた。銅座という地名，それに港に近いこともあって，何かうきうきし
て来るものがあった。
　鶴の港といわれる長崎港を見た。海が細長く広がっている。歴史的な景観に出会った割
りにはがっかりしたことを覚えている。港の周辺の，プロムナードとしての道がなかった
からである。これは人間的でないと思った。私は，マルセイユの旧港（註1）やハンブル
グの港の光景を急に思い出し，そうでなくてはと思ったからである。土台比較すること自
体無理があるが，だからといって日本のこれまでの都市景観をいまさら嘆いても仕方なか
ろうと思うが，反面それでは済まされない何かを感じてしまうのである。
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　いっから日本人は効率や利潤を考え，生産性の高いものばかりを求め，無秩序な町並み
を形成し始めたのだろうか。多分，日本人ほど昔から自然と共に生きる知恵は備えていた
はずであったと私は信じているが，戦後，殊にアメリカンスタイルが浸透し始めたころか
ら自然破壊が進んで行ったと思われる。行政主導に任せてきたこれまでの日本人，つまり
そのことがどんな結果をもたらすか関心を持たなかった日本人と，もう一つ厳しく見なけ
ればならないことは，これまで行って来た行政主導型の街づくり等における判断ミスが大
きな問題を残してきたと思われる。
地域と言う言葉の出会い
　今更，地域活性化ということを述べる必要性がないほど日常化された言葉となっている。
行政はじめ市民レベル等でもどこでも多種多様の方法で活動されていて，その光景を見た
り聞いたりする。それに様々な方々からこの言葉について様々な説明をされているように
も見受ける。それだけに改めて言葉で説明をせよと言われても言葉になり難いほどである。
私たち美術家はいつも心の活性化に努めているけれど，しかしながらどうしてこのような
言葉が使われ始めたのだろうか。おそらく自然破壊による地域開発（経済発展）の反省と
も読み取れると思われる（註2）。しかしこの問題は大きいので，もう少し個人的な関わり
の中で地域と言う言葉の出会いと私の仕事との関連性について書いてみよう。
　そこで私にとっての地域という言葉を受け止めた素朴な記憶をたどってみよう。小学校
の頃，普通の石けん（天然）が中性洗剤にとって変わろうとした。教師をしていた私の父
が中学生たちと一緒になって石けんを売り歩いた。後年になって知ったことだが，そこに
は2つの理由があったそうだ。1つは公害問題であり，あと1つは差別問題に取り組んで
いたことであった。それに貧しくて修学旅行に行けない生徒がいたりして，父がその旅費
まで工面していたとのことであった。いずれにせよ，こうした父親がやっていたことを横
目で見ていたので，私は皆で仲良く生きていくことの大切さを子ども心に共感するものが
あった。
　続いて私の制作活動の中で思い出すことは，20代後半，制作においてスランプに陥り作
品がどうしても描けなかった。そこで私は思い切って“セザンヌの研究”の目的を理
由（註3）にフランス留学を決心した。フランスではセザンヌが生まれ育った南仏，エク
スに近いマルセイユに住んだ。30歳も過ぎたというのにそれこそ学生気分で4年間過ごし
た。この国はしゃべれない人間に対して容赦なく厳しかった。そのため私は苦い経験を積
んだけれども，それでも日本で生活するよりははるかに快適であった。それはエトランジェ
の身分で過ごせることが何よりの大きな魅力であったし，他方，外国人留学生に対する温
かい心の催し等を政府や民間のボランティアが力を入れていた点，私は当時，日本ではあ
まり話題として聞いたことがなかったので，流石，フランスだととてもうれしかった。ま
た地域の文化活性化では映画会（註4）や展覧会を催したり，何よりもその地方地方の学
校では，土日には美術の活動を取り組み，地域の，あるいは外国人等のアーティストを招
いたり（呼んだり）して講演会や実技の講習会を行っていた。更にうらやましく思ったの
は地方には立派な大聖堂や教会があり，緑豊かな公園があり，そして美術館があり，そこ
から人間の知的な文化としての歴史の刻みが感じられ，少し郊外に行くと肥よくな農村地
帯が広がっている風景をよく目にしたことであり，いかに人間性を大切にしている国であ
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るかを思い知らされた。
フランスで感じた日本観
　もちろん日本からフランスに最初行ったとき，生活感のギャップがかなりあり，それを
目の当たりにもろに受けたが，季節的に夏の蒸し暑い日本から空気の乾燥したフランスへ
移動したことも要因のひとつにあげられようが，不思議なほど身体が快く溶け込んでいっ
た。また食べ物も殊の外おいしかった。そこには私が根っこからフランスを崇拝していた
こともあるが，それ以上に前述のようにそのすばらしさに実感し驚き，堪能するばかりで
あった。こうして私の作品表現に反映できればいいのだが，とに角制作ばかりをしていた。
　このように日々を過ごしながらも日本の風土性や人間性，さらには日本人の感受性はど
う自己の中で考えればよいかと思うこともあった。ここマルセイユの大学都市は古生代の
恐竜が出現してもおかしくないほどの石灰岩のがれきの山肌と地層に囲まれていた。この
山並みを散歩しながら，山頂に残る岩の上にコケを見つけた。コケができる条件といえば，
その形状を見ながら日本画で言われる“たらしこみ”の技法（註5）とそっくりであること
に気づいた。石のくぼみに雨で水が貯まり乾燥しながらほどよい気温により，コケになっ
ていく。水の乾燥に従ってコケが発生し付着する。「“たらしこみ”はまさにこれだ！この
行程だ」と思った。
　日本美のことも思い出しながら，市内の美術館やギャラリーで行われている現代美術と
いわれるものを見たりしているうちに，フランス人の表現に何か東洋っほい感性というか，
どうやらすこぶる日本的な感受性に近いものとして受け止めることが私の心の中でしばし
ばあった。特に恩師であるクロウド・ヴィアラ先生の個展会場では強くその印象が残って
いる。私はフランス人が好む会話を通して，なぜかという問いかけで作品の理解を深める
のでなく，とちらかというと作品から受ける直観的な何かを通して見る目を常に大切にし
ている。この点，矛盾しているようだが帰国してからなぜかの問いがなくなり本当にほっ
としたものである。後年（2年前），クリスチャン・ジャッカル先生の個展を大阪で見た
が西洋人のもつあのねちつこさはあるものの，でも日本的な勢いのよい歯切れのよさが画
面の中にそれを読み取ることができるのだ。フランスではかの印象時代の作風から，殊に
筆さばきを見れば，その中にたとえ材料的に油性であっても東洋的なものを感じてしまう。
現代に至っては世界的に見ても素材はスピーディな水性塗料が多く使用されており，この
ことはますます現代的な手法の特徴でもあり，すなわち日本的な感性であるとも言えよ
う（註6）。
日本人の感性（註7）
　やがて帰国すれば当然のことながら日本での生活に失望すること仕切りであった。生活
そのものは細かく行き届いていて，確かにフランスよりも便利ではあるが，どことなく人
間として何かを大きく失った感触をもった。もちろん言葉の不自由さはなくなったかわり
に，丁度元の黙阿弥に戻ったような境地に追いやられた。それになぜかとの問いがあれほ
どうるさく思ったのに，それがなくなると逆に私は落ち着かなくなり，いわゆるフランス
かぶれとなっている私に苦笑してしまうのだ。
　ここ日本は何よりも場所が狭い。夏は蒸し暑い。冬は乾燥して寒い。人間関係がややこ
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しい。留学中，よく言われたことであるが日本の歌（流行歌等）はアメリカナイズされて
いるらしかった。それとどんな関係があるのか分からないが私が思うに極めて自己中心的
で，また日本人がもっている独特の感触で，やれ理論的だとか筋道を立ててとか言って，
最悪なのは人を傷をつけてまではっきり言う人がいる。それが正しいと思い込んでいるか
ら大変“たち”の悪いものとなり，これでは時として“いじめ”になることだってある。
フランス人の倫理的なやり方というのは人道的な上に立っている場合が多いから大違いで
ある。
　とはいえ日本人のもっている感受性はいいものだと思っている。例えば，「雨がしとし
と降る」とか「さらさらと降る」とかの言い回しに私は感動し，風情というものを情緒的
に捕らえ，それを大事にする日本人の感覚をすばらしいと思う。私はやはり風土観や季節
感が昔から日本人の感性を育んで形成し現在に至っているのだと思うし，こうした感性と
共に他方，欧米的なシステムとか素行とかが将来に渡ってますますヨーロッパ化されるで
あろう。一方でコンピューター化され行く日本人の心の中に果たしてこのような日本的な
感性が持続できるのであろうかという心配をしているのは私一人ではあるまい。
　「畳はいいもんだ」とか，「みそ汁は最高」と言う人達は少なくなっていく傾向にある
が，果たしてなくなっていくのだろうか。私の周辺で現在の時点では，まだまだそれらを
心より「おいしい」と言っているし，また「フランスパンとジャンボン（ハム）もこれに
かなうものはない」とも言ってミックスした状況にある。
長崎のベランダー建築
　これまで日本人の持っている感性や風土観について，風の吹くままに私見を述べること
により，地域性の側面や特性等を少しでも打ち出せないかと思ったのだがどうであろうか。
それこそ風の吹くままに，私が現在住み続けている「長崎」において作品発表を行って来
たのでこのことを記すことで，ここでのテーマとしての地域性に取り組む私の姿勢が少し
でも紹介できれば幸である。
　昨春，旧出島神学校において2度目の作品発表の機会（註8）を得たのでこのことに触
れて見よう。この旧出島神学校は明治時代に建てられたものである。洋風そのものである。
当時のことを想像すれば，全くの異文化的な建築であり，住民たちの目にはかなり珍しく，
また教会の機能として新しい建物である。あるいは当時このようなベランダー洋風建築群
として多く立ち並んでいたのかもしれない。それ故あまり違和感とか抵抗感等は取り立て
てなかったのかもしれない。しかも新しい波を受け入れるために，いままでの日本的な文
化の意味や価値がなくなり，それらを捨てて行かざるを得ない状況に追いやられた時代で
もあった。
　他方，長崎にはキリシタン迫害の歴史がある。つい3週間前，2月4日の夜，400年前
（1597年）の，あの26聖人の殉教者が時津港から当時歩いたであろう道を再現したその行
列が夜の9時半ごろ行われており偶然にもその光景を見た（註g）。このような歴史的プロ
セスを経た長崎の人々の心に痛く感動したりした。その殉教から300年後にこの旧出島神
学校は1877年建てられた。そして長崎市は2000年に向けて出島の復元を目下目指している。
その一環としてこの神学校は夜ともなるとライトアップされている。1階では現在は長崎
の歴史的な展示物（焼き物，ハタ，日常の道具躍増）を観光客に紹介している。2階では
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考古学的な資料を保存・研究をしていて一般には公開されてない。
　このベランダーはコロニアル様式で世界的にもあまり例を見ない建築であり，長崎が誇
れるべき宝物であるといわれる（註10）。
作品発表の手続き
　昨春1月中旬ごろ，洋館を愛するメンバーの一人である詩人の吉野あっち氏から「是非
この旧出島神学校で個展をするように」と勧められていた。公開講座のプラン作りもあり，
その他，色々な雑用の山の中にあった私は，なかなか決断が出せなかった。そうしている
うちに2月末，爆心地公園にある原爆落下中心碑を撤去し，新しく女神像が設置されると
いう報道があった。このことがあってからというものは自作の発表どころではなかったの
だが，吉野氏の粘り強い推薦と彼女の情熱により心を動かされ，私自身，作品作りにむち
を打った。
　長崎市の管轄なので施設使用許可等に吉野氏は苦労されたに違いない。許可された後，
私も使用する立場なので個別に伺ったら，許可された展示場所は一部で，しかも外壁面の
一部とベランダーであった。そして作品を固定するのに釘一本使用してはならないと言う
条件であった。文化財的な建築物にはこのような条件が付き物であろう。やっと許可して
もらい，また使用させてもらいながら役人のことを言うのはどうかと思うが，やはり役人
は役人でしがなかった。つまり，使用するにあたり厳しい指導をするのがお好きのようで
ある。そこには「使わさせてやっているのだから」というような印象であり，もし文句を
言おうものなら使わせないと，釘を打たれているようにやり取りの背後に感じて仕方なかっ
た（註11）。これでは芸術感覚としての長崎らしいものが何も見えなかったし，彼らに文化
財を任せていることが逆に不安に思えて仕方なかった。
作品展示及びその狙い
　さて作品展示についてであるが，このような歴史的な建造物を舞台に作品発表ができる
のは長崎ならでのことであり，私個人的にも感動を覚えるのを押さえることができないほ
どであった。そして私一人だけの発表では身に余るほどの場所なのである。一人で作品発
表をすることに多少ためらいながらも，まずここで私が発表することで市民の方々に少し
でも某かの希望を与えることになればと思い，作品発表をすることにした。そして役人た
ちの心地の悪さを前述したけれど，この旧出島神学校での作品展示の当日になって，10年
前よりここで勤務されていた学芸員の松永氏がずっとおられていたことに気づき，懐かし
く出会った。彼は「困ったことがありましたら遠慮なく申し出てくださいよ」と心温まる
思いがして，私はどんなに勇気づけられ，有り難く思った。
　ところで今回の狙いはまず「出島のイメージ」として“海”が自然と思い浮かんでくる。
“海”から連想するものは波や船，あるいは半島（註12）等であり，これらをこの建築に置
き換えてこの建物を想像すると何だか少年のような気分となり楽しくなる。
　私はこのイメージを増幅するため，唐打ち綿に着色したものをロープ状に張り（註13），
次にかつての長崎水害で廃業となった櫓屋さんで見つけた櫓や擢や梶などに着色したもの
を配置することで絵画的空間を演出してみようと思った。
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絵画的空間の解釈
　よく問われることとして「絵画的な空間とはどういうことか」と説明を求められる。私
が想像するのに，絵画的空間よりも，絵画作品と言った方が分かりやすいのではなかろう
か。おそらく一般的な人々が絵画作品というものをどうとらえているかをみると，よくい
われる具象画とか抽象画とかの平面作品を指しているのではなかろうか。つまり四角く囲っ
た平面であればひとまず絵画作品として認めていると思われる。そしてキャンバスに油絵
を描くことが最も価値のあるもの，あるいは絶対的なものとして考えている方も多いと思
われる。しかしながら印象派以降現代までの美術史の流れを見れば，キャンバスに油絵を
描くことだけが絵画作品でないことも明らかである（註14）。
　次に絵画としての例をあげると，古い方では古代エジプトのミイラーの棺にも沢山絵が
描かれているし，ラスコーの洞くつ画も絵画作品といえる。また法隆寺の金堂の壁画もミ
ケランジェロのシスティーナの礼拝堂の壁画も絵画作品である。学生のころ正倉院御物展
をよく見ていたが，その中で即興的な素描として大工が，建物から見えない天井裏の壁と
か板に上司へのうっぷんばらしとしての似顔絵の落書きが残されている。これが実に見事
な触筆とユーモラスさがある。また銅たくにも絵が施されて当時の生活状況もわかるが，
何よりも線的な表現で動物や人間の表情を端的に表出し，美的な感動を覚える。何れにし
ても絵画作品であることには間違いはない。ここまで言うと何だって絵画作品ではないか
と開き直られそうだ。そこで私の絵画観とは，なんらかの物体の表面上（場合によっては
基底材のどこかの面）に何かで引っかいたり，線を引いたり，何かを描いたりしたものは
とりあえず絵画と言うことができる。あるいは空気や液体のようなものの断層，膜状や液
状（例，マーブリング等）に色で染めたり，光で透過させたものにでさえも，そこに図象
を描ければそれも絵画のジャンルに含まれると考える。
　ところで絵画的空間であるが，作品そのものの中にも線や色によって絵画空間が生まれ
ることはとりあえず理解できるとして，画面の中での色と色との関係と似ていて，隣…り合
う色同士が影響し合うように，展示する壁面空間に作品を設置する場合，隣り合う作品同
士で作品そのものが違って見えることがある。このことは蛍光灯のもとで色を見るのと似
ている。例えば赤いものや茶色などは昼間の光のもとで見るよりも彩度が落ちて見えるし，
寒色系は逆に冴えて来る。つまりものとものとの関係は周りの環境によって影響を受け変
化しているのである。色ばかりでなく人間関係のみならず自然界すべてこのような制約や
条件や，また関係項を生成しながら消滅している。私は絵画作品を展示するときいつもこ
のことを念頭に置いて作品を設置する。こうして作品と作品とは影響しあい，干渉しあい
ながら絵画空間を生成することになる。丁度ラスコーの洞くつの壁画のように，そこに描
かれた動物が動いてみえる展示空間の形成と似ている。続いてこれらの作品を鑑賞する側
との関係も極めて大切な要素となってくる。つまり作者と作品と筆者との3つの関係もこ
の絵画空間に関与してくる。
そよ風の吹く旧出島神学校
　海面に浮かぶ船は絶えずゆらゆらと揺れている。この建物のベランダー（1階，2階）
には櫓や擢や梶などに着色した作品を配置した（写真⑥～⑬，⑬，⑳）のでどうにか船の
イメージが仕立てられる。次に私は唐打ち綿に着彩したロープ状の作品を2階のベランダー
井川：風にそよぐ葦のように 25
から18本分つり下げた（写真①～④，⑦，⑧，⑬～⑳，⑳～⑳）。ただぶら下げただけなの
に，風が吹くとこのロープが全体的に静かに揺れ始める。それはあたかも海面がゆらゆら
となびきながら，また海面に太陽光線がキラキラと照り返しているように見える。それで
船に乗っているように身体が感じる。建物の色は淡い緑色っぽい水色であるため，船であっ
たはずなのに海の色や透明な海水に見えてくる。
　また昼下がりの風が吹く。ベランダーの床に目をやると，揺れているロープの影が見え
る（写真④～⑩）。陽が傾くに従ってその影が映像のように推移していく。正に絵画のア
クチュアリティを風の吹くままに私は体全身で感じるのだった。
（註1）ヴューポールと言われるところで，ここはヨットハーバーであり，保有地でもある。港を取
　り巻く周辺はレストランやカフェが並び，また市庁舎が海に向かって右手側の正面にあり，港の
　入り口にはかつての中世からの要塞があり，そして何よりも向かいの山の頂にはノトルダムドラ
　ギャールの，海の船乗りを見守る教会がそびえている。そのおまけに，シャトーディフという小
　さな島には，あのアレキサンダー・デュマ作の「モンテクリスト伯」で有名な牢獄があり，市内
　のいたるところにこの小説で書かれている場所や地名があり，正に歴史を刻んだ街である。
（註2）日本人が「地域」という言葉をいつごろから話題にし，使い始めたかを本学附属図書館の文
　献書名等で調べると，また文化行政等のアドバイザーの体験から耳に入ってきた経緯等をまとめ
　ると，まず60年代より地域の「開発」という語が使われ始めている。その次に70年代に入ると地
　域の「公害」への対応，そしてまた80年～90年代になってから「活性」へと進み，地域の「発信」，
　「提言」，「プラン」，それらを通して「町おこし」，そして「環境」，「エコロジー」と言う言葉が
　頻繁に出てくるようになる。このように日本人の考え方が変化してきたことを見れば，これから
　先，地域に対する見方は既に上げられている言葉であるが地域の「再生」，「蘇生」，「修復」，「保
　存」等を新たな視点から考えるときではなかろうか。これらの役割を果たし得るのは地域及び環
　境等と関わりをもつ美術の分野といえる。
　　（尚，出版された刊行物は多くあるが，その中から目にとまったものを適時拾いあげてみると次
　の通りである。　地域開発の理論と実際／1969，地域開発の虚像と実像／1971，日本列島改造
　論／1972，地域開発はこれでよいか／1973，地域開発・公害への対応／1974，地域開発論住み
　よい国土とするために／1979，地域開化の音がする／1981，地方の時代と地域経済／1982，地域
　を創る　南大阪の内発的発達をめざして／1982，地域開発　その問題と解決／1983，地域の活力
　と魅力の創造に向けて／1984，魅力あるまちづくりのすすめ　あなたのまちを活性化する法／
　1985，地域復興と森林利活用／1992，地域文化の活性化／1989，地域が語り始めた／1996，地域
　おこしの知恵／1996，地域の力とアートエネルギー／1997）
（註3）私の育った瀬戸内海の島は，南仏エクスと似ていることに気づいた。地中海と瀬戸内海を一
　緒にしてしまうには語弊があろう。でも実際に行って見て私の記憶している島の中の風景とセザ
　ンヌが描いた風景は似通っていることにしばしば実感した。
（註4）70年代後半，マルセイユ地方は日本映画の紹介をしていた。
（註5）尾形光琳筆，「紅白梅図屏風」171147ユ6年作の，特に幹や枝に表現されている。ある説では
　近代（後期）の日本画が西洋画にある“片ぼかし”の技法からの影響を受け，“たらしこみ”の
　技法を編み出したと言われているが，私はむしろこの“たらしこみ”の技法等が後の印象派，特
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　にポール・セザンヌの作風として，つまり“片ぼかし”を生み出し，この技法が立体派を成立さ
　せるに至ったと見ている。もち論，ここでは“光”の問題も含んでいるがこのことについては別
　に項を改めて述べてみたい。
（註6）みずえ（みつゑ）の国は特に日本が象徴的な存在である。塗料の概念からしても雨量が多い
　我が国では板塀などダイレクトにラッカーとかコールタルなど木地に擦り込む（染み込ませる）
　が，フランスでは下地の行程から中塗り等をきっちりと塗り込む。習慣の違いと言えばそれまで
　であるが，これは風土感や素材感の受け止め方からの差が出ているのである。
（註7）日本人の感性について論じれば，かなり時間を要するだろう。私の場合はこれまで体（身と
　心）で感じてきた印象をもとに述べたに過ぎない。やはり風土的から育んだものと歴史的に培わ
　れて来たものからくる感性が一番言い得ているような気がする。
（註8）1988年5月長崎洋館フェスティバル
（註9）これは亡霊ではない。400年を記念して26聖人の殉教を悼み，キリスト教関係者や市民グルー
　プが当時26聖人が時津港より縄で縛られて処刑される場所（今回は浦上天主堂）までの，聖人の
　歩いた同じ道を偲んで歩いた。
（註10）藤森照信氏の都市景観建築賞記念講演「長崎の西洋館のルーツ」講演会による。長崎市商工
　会館にて，3月4日’88
（註11）長崎を最：後の被爆地とする“誓いの火”灯火台モニュメント作品を爆心地公園に設置（’86）
　する際に市とのやり取りでも，役所とはこういうものかと印象が未だに残っている。
（註12）山口県立美術館の河野通孝氏による「井川慢亮単一く半島〉へ一」を参照のこと
（註13）「井川慢亮展一く半島〉へ一」山口県立美術館（1996年4月～5月）では玄関先に玄関をふ
　さぐように6Gmの長さの唐打ち綿を幾重にもロープ状に張り巡らせた。
（註14）美術史的な流れでは，一般的には，デュシャンがレディメイド等の作品を発表し，これまで
　の芸術上の概念を覆したところがらスタートしているが，アメリカ現代美術のポップ・アート辺
　りから平面に大きい意味でのコラージュ作品が，また立体表現でも従来の彫刻の概念を超えて，
　より社会的で，日常的な表現スタイルを採り，技法的にも絵画，彫刻等がミックスされ始め，平
　面も立体もそれらの概念がやがてその境がなくなっていたころであろうか。
